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概要	
 



ArcSceneとは	


•  地理情報システムのデータ操作および3次元
表現シーンを作成することができる	
  

•  サーフェス上にラスタデータやベクタデータを
重ね合わせたり、ベクタデータをサーフェスか
ら立ち上げることができる	
  

•  3D	
  Analyst	
  ツールを使用してサーフェスの作
成、3Dナビゲーション、アニメーションの作成
が可能	




ArcSceneとArcGlobeの違い	


ArcScene	
 ArcGlobe	

•  大縮尺	
  
•  TINサポート	
  
•  3D	
  グラフィックスツール

バー	
  
•  3D	
  Analystツールバー	
  
•  「空間参照」情報不要	
  

•  大容量ラスタデータに
対するスムーズでシー
ムレスな移動／ズーム	
  

•  地球規模のデータを表
示	
  

•  地球（球体）をベースに
多彩なデータを表現	




ArcGlobe	
  と ArcScene	
  との機能の違い	




ツールについて	


3Dナビゲート	


フライ	


目標点を中央配置	


目標点にズーム	


目標点を設定	


拡大	


縮小	


画面移動	


全体表示	


フィーチャ選択	


フィーチャ選択解除	


グラフィックスの選択	


個別属性	


HTMLポップアップ	


フィーチャ検索	


計測	


タイムスライダー
ウィンドウ	




ArcScene使用例	




Ex1)人口分布図	


(平成17年国勢調査世界測地系(500mメッシュ)より作成)	




Ex2)3D震央分布	


東北地方太平洋沖地震 緊急地図作成チーム（EMT：Emergency	
  Mapping	
  Team）より	
  
(hFp://www.drs.dpri.kyoto-­‐u.ac.jp/emt/index.html)	




Ex3)3D都市	


(川崎ほか(2006)図解!	
  ArcGIS	
  パート2　-­‐	
  GIS実践に向けてのステップアップ	
  
第4章データより)	




基本的操作方法	

日立市における地震災害のデータを用いて	




使用データ	


•  DEMデータ(基盤地図情報10mメッシュ)	
  
•  建物被害データ	
  



ラスタデータの3D設定	


③指定したサーフェイス上に配置　　	
  
　　するにチェックを入れる	


②基準高度タブを選択	


④高さの強弱を設定する	


①3D化するラスタデータを右クリック〉プロパティを選択	




ラスタデータが3D化される	




ベクタデータの設定	

①3D化するベクタデータを右クリック〉プロパティを選択	


②基準高度タブを選択	


③指定したサーフェイス上に	
  
　　配置するを選択	


④先ほど3D化した	
  
　　ラスタデータを選択	


⑥高さの強弱を設定する	


⑦基準面より下にフィーチャーが隠れ	
  
　　た場合には、数値を入力し高くする	


⑤フィーチャの	
  
　高度値を使用	
  
　しないを選択	




完成	


※シンボル設定で3Dモデルを選択するとポイントデータでも3D化される	




Eｘ3のデータで建物の影を作成	


3D	
 Analystを使用した	
 
応用的操作法	
 



フィーチャを立ち上げたい場合	


②立ち上げを選択	


③「レイヤのフィーチャ	
  
　　を立ち上げます」に	
  
　　チェックを入れる	


④立ち上げの値または式を設定する	


①3D化するベクタデータを右クリック〉プロパティを選択	




太陽の作成	

1.  ArcGIS	
  Resource	
  Center>3D	
  GIS>テンプレート

ギャラリーの中から “Create	
  Sun	
  Points	
  
Python	
  Script”が入っているテンプレートをダ
ウンロードする	
  

2.  モデルビルダーに“Create	
  Sun	
  Points	
  Python	
  
Script”を読み込み、設定すると太陽が完成
される	




Create	
  Sun	
  Points	
  Python	
  Script	
  
の設定方法	


①建物データの設定	


②TimeZoneを設定	


③太陽を作りたい	
  
　　日付と時間を設定	


④出力を設定	




太陽完成	


太陽が完成している	


3D都市	




スカイラインで建物の	
  
シルエットを作成	


•  ArcToolbox>3D	
  Analystツール>3Dフィーチャ>スカイライン	


①先ほど作成	
  
　　した太陽を設定	


②マルチパッチや立ち上げたポリゴンを	
  
　　入力フィーチャに設定	


④サーフェスオプションを展開し、	
  
　　屈折率の使用をチェックする	


③出力フィーチャを設定	




スカイラインの完成	




スカイラインバリアで	
  
建物の影を作成する	


•  ArcToolbox>3D	
  Analystツール>3Dフィーチャ>スカイラインバリア	


①先ほど作成	
  
　　した太陽を設定	


②先ほど作成した	
  
　　スカイラインを設定	


③出力フィーチャを設定	


④平面に投影にチェックを入れる	




完成	


(上図は2011年11月24日12:00:00で設定したもの)	




まとめと注意点	


•  ArcSceneを使用することで簡単に3D化
することができる	
  
•  ArcMapとほぼ同じ分析ツールを使用で

きる	
  
•  3D	
  Analystツールではコンターと落水線

しか作れないので注意(ArcMapで作成し
た見通し線などをArcSceneに貼り付ける
ことは可能)	
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ご静聴ありがとうございました	


Thank	
  you	
  for	
  your	
  aFenaon.	



